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まちのわだい
TOWN  TOPICS

町内産の農産物が並ぶ

　第24回猪苗代新そば祭り農産物物産展は 11月７、８の両日、
カメリーナで開かれました。今年の「新そば祭り」は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、町内のそば店で実施することとな
り、「農産物物産展」が単独で開催されました。
　農産物物産展には、町内産のハクサイやダイコン、キャベツな
どのほか、ブランドそば粉の「いなわしろ天の香」の新そば粉が
販売され、大勢の買い物客でにぎわいました。
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江花ヨシミさんが 100 歳に

賀寿などを受けたヨシミさん（左から２人目）

道の駅が開業４周年を迎える

初日に行われた紅白饅頭の振る舞い

　11月 10 日に 100 歳の誕生日を迎えた江花ヨシミさん（葉山）
への賀寿贈呈式は同日、江花さんの自宅で行われました。江花さ
んの長寿を祝い、渡部昭副町長が賀寿や記念品などを手渡しまし
た。ヨシミさんの長寿の秘訣はなんでもよく食べること。また、
指先を動かす運動を毎日のように行っています。
　長男の俊和さんは「これからも健康に過ごしてほしいです」と
話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

野口博士の誕生日を祝う

　野口英世博士の第 144 回誕生祭は 11 月９日、野口英世至誠
館で行われました。今年は新型コロナウイルス感染予防のため、
例年より規模を縮小して開催されました。野口博士の菩
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寺であ
る長照寺の楠俊道住職が読経した後、親戚代表の二瓶昭さん、野
口英世記念会の八子弥寿男館長、竹田美文理事長が献花しました。
八子館長は「今後の記念館の運営をしっかり行うためにも感染症
には十分注意したいです」とあいさつを述べました。 献花する八子館長

野口英世博士誕生祭

道の駅猪苗代開業４周年記念感謝祭

　11 月 19 日に開業４周年を迎えた「道の駅猪苗代４周年記念
感謝祭」は 11 月 19 日から 22 日まで、同所で行われました。
感謝祭では、先着順で紅白まんじゅうや甘酒、いなわしろ天のつ
ぶなどの振る舞いが行われたほか、道の駅猪苗代ならではの商品
が当たる抽選会が行われました。また、最終日には、現代版組踊「息
吹」によるダンスパフォーマンスが披露されました。道の駅猪苗
代には開業以来の４年間で約 360 万人が訪れています。
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火災予防の心を養う

　猪苗代消防署では、秋の全国火災予防週間の一環として、11
月６日から 15日まで学びいなで児童防火ぬり絵作品展を行いま
した。作品展では、ひまわりこども園ひまわり組の園児 75人が
手がけた消防車のぬり絵作品が展示されました。
　猪苗代消防署の渡部幸三署長は「作品の制作過程を通じて、子
どもたちに火災予防の精神を養ってほしい。子どもたちと力を合
わせて火災のない明るい町にしたいです」と話しました。

児童防火ぬり絵作品展

自分たちの作品を確認する園児

農村環境改善センターにＡＥＤ設置

渡部署長（右）から認定証を受けた佐藤課長

応急手当推進事業所認定証交付式

　第 59回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 26回野口
英世博士少年科学賞の授賞式は 11月 9日、野口英世至誠館で行
われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたたえました。
　主な受賞者は次のとおりです（敬称略）。
【作文】
◇小学校の部  ▶特選＝野口大和（長瀬小４年）▶金賞＝鵜川嶺
王（猪苗代小４年）、森はな（翁島小４年）、五十嵐諒（猪苗代小
４年）▶銀賞＝渥美柊弥（吾妻小４年）、古内駿多（緑小４年）、
吉田真望（千里小４年）
◇中学校の部  ▶特選＝松本レイ（吾妻中２年）▶金賞＝鈴木日
奈子（猪苗代中２年） ▶銀賞＝芥川千佳（猪苗代中２年）、長谷川
小乃夏（東中２年）
【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（吾妻小６年）▶優秀賞＝
二瓶千織（翁島小１年）、鈴木創介（千里小２年）、喜多見七葉（翁
島小３年）、五十嵐諒（猪苗代小４年）、楠詠斗（翁島小５年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木日奈子（猪苗代中２年）▶優秀
賞＝五十嵐史哉（猪苗代中１年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

少年科学賞・小学校の部最優秀賞を受賞した鈴木理心さん

作文コンクール・小学校の部特選を受賞した野口大和さん

　応急手当推進事業所に認定された町農村環境改善センターへの
応急手当推進事業所認定証交付式は 10月 27 日、猪苗代消防署
で行われ、渡部幸三猪苗代消防署長が町農村環境改善センター所
長の佐藤重則町農林課長に認定証を手渡しました。渡部署長は「猪
苗代消防署管内では 81件目の認定事業所となります。関係職員
の皆さんには心肺蘇生やＡＥＤの使用などにより、救命につなが
る勇気ある行動をお願いします」とあいさつを述べました。


